
  

 

 

 

 

 

【速報】イラン・イスラエル間の軍事対立の激化と赤十字の

対応について 

 

イラン・イスラエル間の対立しかり、中東地域における武力衝突や緊張がここ数週間

でさらに激しくなっています。すでに複数の紛争を抱える当該地域での情勢悪化は、よ

り広い範囲に重大な危機を引き起こす恐れがあり、あらゆる人びとに深刻な影響を与え

る可能性があります。国内外へ避難を強いられる人びとの数が一層増えることも懸念さ

れます。犠牲者や負傷者の多くは民間人です。また、救援活動に従事するスタッフの犠

牲も報告されており、赤十字では改めて戦時のルールである国際人道法の遵守を強く求

めています。困難な状況の中、赤十字は 24 時間態勢で負傷者の救急搬送や救命活動を

続けています。 

 

 

■イラン赤新月社による救援活動 
 

イラン赤新月社（イランの赤十字社に相当）は週末に状況が悪化した直後から、被害

を受けた人びとを支援するため、救援・救助活動を開始しました。現地では緊急避難所

の設置や医療支援を実施しており、都市部では災害救助犬を含む専門の救助チームが動

員されているほか、人道支援物資やその他必要物資の輸送なども行われています。武力

衝突による精神的な影響に苦しむ人びとに対しては、心理社会的支援も提供しています

（活動の様子がご覧いただける動画はこちら）。 

 

 
 
■イスラエル・ダビデの赤盾社による救援活動 

 

イスラエル・ダビデの赤盾社（イスラエルの赤十字社に相当）も直後より各地にチー

ムを派遣し、影響を受けた人びとの治療や病院への搬送に従事しています。また、治療

に必要な 3,000ユニット以上の輸血の確保も行われました。 
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救援・救助活動を行うイラン赤新月社のスタッフ©IRCS 心理社会的サポートを行うイラン赤新月社のスタッフ©IRCS 

https://jp.icrc.org/publication/#ihl
https://x.com/iran_rcs/status/1933849584700154066?s=46&t=6lHReCbGhlSf_nWHyV7GPw
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■民間人や支援者の犠牲～国際人道法の遵守を～ 

 今回の武力衝突の激化においても、犠牲者や負傷者の多くは民間人です。６月 13 日

にはイラン赤新月社の４人のスタッフがテヘランでの救援活動中に亡くなりました。 

救援機関や医療機関への武力攻撃により、本来であれば助かる命も失われてしまいま

す。私たちは、戦時のルールである国際人道法の遵守の重要性を改めて訴えます。民間

人や医療機関・医療従事者、人道支援に携わる者は保護の対象です。命の危険にさらさ

れている人びとのために安全に救命活動を行う必要があります。 

赤十字国際委員会（ICRC）中東事業局長は声明を発表しており、こちらでご確認いた

だけます。 

 

 

赤十字の根幹である、苦しんでいる人びとの命と尊厳を守る活動、支援が続けられる

よう、皆様のご関心とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

メールマガジン『赤十字国際ニュース』 

 赤十字が世界中で行っている人道支援活動の最前線と、 

それをとりまく最新ニュースをメールでお届けします。 

 メールマガジンへの登録は、左の画像をクリックして 

いただくか、QRコードを読み込んでいただいた先の登録 

フォームからお願いいたします。 

負傷者の搬送を行うイスラエル・ダビデの赤盾社のスタッフ©MDA 夜を徹して救援活動を行うイスラエル・ダビデの赤盾社©MDA 

「中東人道危機救援金」へのご寄付はこちら 

https://www.jrc.or.jp/press/2025/0423_046669.html
https://jp.icrc.org/activity/icrc-statement-escalations-hostilities-middle-east/
https://ek21.asp.cuenote.jp/mypage/regist/TbRbbRRgT33TRbYgn&linksource=pdf
https://www.jrc.or.jp/contribute/help/cat751/

